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今週の紙面

◇
お
知
ら
せ　

次
号
２
７
１
４
号
（
10

月
４
・
11
日
付
）
は
10
月
４
日
に
発
行

予
定
で
す
。

８面

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
自
民

「
決
断
」― 

初
の
連
立 

―

２面
経
済
構
造
改
革
に
関
す
る
特
命
委
員
会

教
育
再
生
実
行
本
部
役
員　

部

会
・
特
別
部
会
メ
ン
バ
ー

国
会
の
動
き

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
推
進
特
命
委
員
会

原
子
力
規
制
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム　

玄
海
原
発
視
察

11
月
の
選
挙
結
果

３面

教育再生実行本部第７次提言 概要

党
本
部「
冬
の
陣
」

山
下
　
貴
司

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
は
、

大
阪
冬
の
陣
・
夏
の
陣
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
迎
え
つ
つ
あ
る
が
、
こ
こ
自
民
党
本

部
で
も
「
冬
の
陣
」
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
迎
え
つ
つ
あ
る
▼
そ
れ
は
、
毎
年
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
る
次
年
度
の
税
制
改
正
・

予
算
案
を
め
ぐ
る
戦
い
で
あ
る
。
年
末
に

決
ま
る
予
算
案
に
つ
い
て
の
「
攻
防
」
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
来
年
度
の
税
制
―
特

例
措
置
・
課
税
対
象
な
ど
―
を
め
ぐ
る
攻

防
も
こ
の
時
期
に
激
し
さ
を
増
す
▼
税
制

は
国
民
生
活
に
直
結
す
る
だ
け
に
、
政
務

調
査
会
の
各
部
会
・
調
査
会
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
各
部
会
で
厳
選

さ
れ
た
要
望
が
宮
沢
洋
一
会
長
率
い
る
自

民
党
・
税
制
調
査
会
で
審
議
さ
れ
る
▼
各

要
望
の
命
運
は
、
こ
の
税
制
調
査
会
で
示

さ
れ
る
「
○
×
等
審
議
」
な
ど
で
判
定
さ

れ
る
が
「
×
」
に
な
る
と
要
望
は
却
下
さ

れ
る
た
め
、
関
係
議
員
は
会
議
室
に
詰
め

一
丸
と
な
っ
て
論
陣
を
張
る
。
練
り
に
練

っ
た
発
言
が
「
討
死
」
す
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
生
命
を
救
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
国

民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
た
各
議
員
の

政
策
と
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
た
戦
い
が
今
日

も
党
本
部
で
行
わ
れ
て
い
る
。 衆

院
議
員

幸感力
新
聞
出
版
局
次
長

　

党
教
育
再
生
実
行
本
部
（
本
部
長
・
櫻
田
義
孝
衆
院
議
員
）
は
11
月
30
日
、
義
務
標
準
法

の
改
正
や
、
財
源
確
保
の
た
め
の
教
育
国
債
（
仮
称
）
の
検
討
、
チ
ー
ム
学
校
の
推
進
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
「
第
７
次
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
同
日
午
後
に
、
官
邸
で
安
倍
晋
三
総

理
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

興
の
た
め
の
寄
附
文
化
醸

成
を
図
る
こ
と
を
提
案
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
校
と
地

域
の
連
携
・
協
働
を
図
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
設
置
促
進

や
、
大
学
な
ど
高
等
教
育

で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人

材
育
成
の
推
進
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

 

（
２
面
に
役
員
表
）

◆ 「次世代の学校指導体制実現部会」提言［主査：馳
浩］
次世代の学校にふさわしい指導体制を実現
～「義務標準法」の改正～
○義務標準法の改正による加配の基礎定数化
・学校現場の課題の深刻化を踏まえ、加配定数が
占める割合が増加
⇒これまで加配により恒常的に行われ「根雪」
化した定数について、次期通常国会で義務標
準法の改正による基礎定数化が必要

○「通級待機」や日本語能力に課題のある子供への
指導のための定数充実・基礎定数化
・障害のある子供への通級指導には希望しても指
導を受けられない「通級待機」が発生
・外国にルーツがあり、日本語能力に課題のある
子供が全国の半数の自治体に存在
⇒基礎定数化を通じた教職員定数の充実が必
要、一億総活躍社会の実現にも寄与

○「質」の向上につながる「次世代の学校指導体
制」計画の策定
・教育の「質」の向上は、教師の「数」を増やす
ことと教師の「質」を上げること
・地方自治体による教師の計画的な任免・研修・
配置は教育の「質」に直結
⇒10年程度を見通した「次世代の学校指導体
制」実現のための「計画」が不可欠

◆ 「格差克服のための教育財源検討部会」中間取りま
とめ［主査：左藤章］
○様々な選択肢の組合せにより教育投資の財源を確
保
・将来的に消費税の見直しを検討するに際して教育
をその使途として明確に位置付けることを検討
・無利子の教育国債（仮称）も新たな選択肢の一つ
として検討
・個人・企業・団体寄附に対する顕彰制度の充実に
より寄附文化を醸成

◆ 「成長戦略のための人材教育部会」中間取りまとめ
［主査：山谷えり子］
○成長戦略の実現に向けた高等教育改革
・イノベーション人材育成の推進とそれを可能にす
るプラットフォームづくり、大学ガバナンス強化
を一層促す仕組みづくり
・リベラルアーツ教育の充実、産学連携による教育
研究の強化と地方創生への貢献
・ＯＥＣＤ諸国並みの高等教育予算の財源確保

◆ 「学校・家庭・地域の教育力部会」中間取りまとめ
［主査：福井照］
○子供たちをともに見守り、ともに育む社会を構築
し、教育を「共育」へと転換
・「チーム学校運営の推進等に関する法律案」の早
期成立
・コミュニティ・スクールや地域学校協働活動の推
進等による学校と地域の連携・協働の推進
・地域と協働した家庭教育支援の充実

平成28年11月30日

５面

座
右
の
銘

 

白
石 

徹 

衆
院
議
員

健
康
い
い
話

― 

高
血
圧
の
予
防
は
日
常
生
活
か
ら 

―

暮
ら
し
の
彩
り

４面

ふ
る
さ
と
紹
介

 

―
― 

新
潟
県 

―
―

Ｉ
Ｔ
よ
も
や
ま
話

　

同
提
言
は
、
実
行
本
部

の
下
に
設
置
さ
れ
た
４
つ

の
部
会
（
①
次
世
代
の
学

校
指
導
体
制
実
現
部
会

﹇
主
査
・
馳
浩
衆
院
議

員
﹈
②
格
差
克
服
の
た
め

の
教
育
財
源
検
討
部
会

﹇
主
査
・
左
藤
章
衆
院

議
員
﹈
③
成
長
戦
略
の

た
め
の
人
材
教
育
部
会

﹇
主
査
・
山
谷
え
り
子
参

院
議
員
﹈
④
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
教
育
力
部
会

﹇
主
査
・
福
井
照
衆
院
議

員
﹈
）
の
中
間
取
り
ま
と

め
や
提
言
を
一
つ
に
ま
と

め
た
も
の
。

　

提
言
で
は
、
通
級
指
導

や
日
本
語
能
力
に
課
題
の

あ
る
児
童
生
徒
の
指
導
を

す
る
た
め
の
教
員
を
基
礎

定
数
化
す
る
た
め
に
、
義

務
標
準
法
を
次
期
通
常
国

会
で
改
正
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
た
。

　

ま
た
、
格
差
克
服
の
た

め
の
教
育
投
資
と
し
て
、

幼
児
教
育
の
無
償
化
・
質

の
向
上
、
高
等
教
育
段
階

の
教
育
費
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
投
資
効
果
が
大
き

い
と
し
た
上
で
、
財
源
に

関
し
て
は
、
教
育
費
に
活

用
す
る
た
め
の
無
利
子
の

教
育
国
債
（
仮
称
）
も
新

た
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
な
ど
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
個
人
や
企

業
、
団
体
に
よ
る
教
育
振

提
言
検
証
特
別
部
会
（
主
査
・
遠
藤
利
明
衆
院
議
員
）
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
英
語
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
提
言
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
議
論
を
深
め
て
い
く
方
針
だ

安倍晋三総理に提言を渡す党教育再生実行本部役員

（
一
部
地
域
は
地
方
版
）

教
育
再
生

実
行
本
部

第
７
次
提
言
を
発
表

子
供
た
ち
を
と
も
に
見
守
り
、

と
も
に
育
む
社
会
の
構
築
を


